
　送 付先の住 所 変 更・購 読中止の
場合には、変更内容を明記の上、本
会広報室までお知らせください。

Eメール
koho@yobouigaku-tokyo.jp
FAX 03-3269-7562

　お電話（03-3269-1131）でも承っ
ております。

　日頃より、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう医学」をご愛読く

ださりありがとうございます。本会では、現在「よぼう医学」を送付

させていただいている皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、

所属、役職など）を送付名簿として保持しております。

　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、本会の個人

情報保護方針に基づき、厳重な管理のもとに運用しております。そ

の上で今後も継続して送らせていただきたいと考えております。送付

名簿から削除を希望される場合には、お手数ですが、広報室（電話

03-3269-1131）までご連絡ください。

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て 送 付 先 の 変 更 ・
中 止 に つ い て

〈1面〉●がん検診を知ろう
　　　　　第56回日本人間ドック学会学術大会 
　　　　　市民公開講座より
　　　●小野良樹・本会新理事長のご挨拶
　

〈2・3面（見開き）〉
　　　●「よぼう医学」500号記念特集
　　　　　創刊から46年のあゆみ

〈4面〉●「東京都予防医学協会賞」
　　　　　PKU親の会・関東総会で５人を表彰—本会
　　　●幸せな人生を楽しんでいただくために
　　　●予防医学事業中央会の全国運営会議が開催
　　　●連載　ALCAだより〈10〉

パネルディスカッションでは、検診の利益と不利益に関する体験も語られた

動
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
と
病
い

の
語
り
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
』
で
は
、
疾
病
体
験
者
の
語
り

（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
を
収
集
分
析
し
、

ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
活
動
を
続

け
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
の
公
開

講
座
で
は
、
が
ん
体
験
者
の
視
点

か
ら
検
診
が
抱
え
て
い
る
問
題
を

捉
え
、
検
診
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
る
と
い
う
、
大
胆
な
企
画
を
立

て
た
」
と
述
べ
た
。

定
年
の
折
に
、
偶
然
、
第
３
代
理

事
長
の
北
川
照
男
先
生
に
お
会
い

し
、
そ
れ
を
契
機
に
、
本
会
で
第

２
の
人
生
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
北
川
前
理
事
長
か

ら
い
た
だ
い
た
諸
種
薫
陶
を
、
熟

成
し
な
い
ま
ま
に
今
日
を
迎
え
た

の
は
残
念
の
極
み
に
存
じ
ま
す
。

一
つ
申
せ
る
こ
と
は
、
私
は
入

職
後
、
次
第
に
本
会
に
愛
着
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
今
や
誰
に
も

負
け
な
い
「
愛
社
精
神
」
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

景
気
低
迷
の
影
響
は
避
け
が
た

く
、
本
会
も
順
風
満
帆
と
は
言
い

が
た
い
時
期
に
入
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
ギ
ア
を
入
れ
替
え
、
役
職
員

一
同
、
再
度
粉
骨
砕
身
の
努
力
を

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
活
性
化
」
で

究
セ
ン
タ
ー
の
鷹
田
佳
典
招
聘
研

究
員
が
登
壇
し
、「
な
ぜ
人
は
大

腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
の
か
、
あ

る
い
は
受
け
な
い
の
か
」
と
題
し

て
講
演
。
そ
の
多
様
な
理
由
に

つ
い
て
、
自
身
も
作
成
に
関
わ
っ

た
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の

「
大
腸
が
ん
検
診
の
語
り
」
か
ら

考
察
し
た
結
果
を
紹
介
し
た
。

鷹
田
招
聘
研
究
員
は
、「
体
験

者
の
語
り
か
ら
、
検
診
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
や
情
報
不
足
の

状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
単
に

最
初
の
演
者
で
あ
る
キ
ャ
ス
タ

ー
の
原
元
美
紀
氏
は
、「
番
組
収

録
で
見
つ
か
っ
た
大
腸
が
ん
」
と

題
し
て
講
演
し
、
自
ら
の
検
診
と

治
療
の
体
験
談
を
紹
介
。
定
期
的

に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
の

重
要
性
と
、
検
診
結
果
の
意
味
や

そ
の
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
気

軽
に
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

次
に
早
稲
田
大
学
人
間
総
合
研

す
。
私
自
身
、
職
員
と
共
に
積
極

的
に
顧
客
を
訪
問
し
、
緊
密
な
連

係
を
図
り
、
さ
ら
に
新
規
顧
客
を

開
拓
し
て
い
く
決
心
を
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
学
問
は
組
織
の
活
性
化

の
一
因
で
す
。
そ
こ
で
職
員
の
学

会
活
動
を
促
し
、
こ
れ
を
基
軸
に

本
会
の
特
徴
で
あ
る
高
い
精
度
管

理
を
維
持
・
発
展
さ
せ
ま
す
。

一
方
で
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
整
え
、
職
員
の
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
図
り
、
さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

実
施
す
べ
き
こ
と
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
老
骨
に
鞭
打
っ
て
が

ん
ば
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
別
府
宏
圀
院
長

が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
、

「
私
が
理
事
長
を
務
め
る
市
民
活

こ
の
度
、
東
京
都
予
防
医
学
協

会
（
本
会
）
の
第
４
代
理
事
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
重
責

に
心
が
押
し
潰
さ
れ
る
思
い
の
昨

今
で
す
。

本
会
は
１
９
４
９
年
、
前
身
で

あ
る
東
京
寄
生
虫
予
防
協
会
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先

人
ら
の
努
力
に
よ
り
年
々
業
績
が

向
上
し
、
今
や
代
表
的
な
健
診
機

関
と
し
て
公
益
財
団
法
人
に
発
展

し
ま
し
た
。

私
は
２
０
０
４
年
、
日
本
大
学

市
民
公
開
講
座
の
冒
頭
、
本
学

術
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
相
和
会
横
浜
ソ
ー
ワ

検
診
受
診
率
の
向
上
だ
け
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
人
々
が
検
診
の

目
的
や
利
益
と
不
利
益
な
ど
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
で
、

受
診
す
る
か
ど
う
か
を
主
体
的
に

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

私
た
ち
の
目
指
す
べ
き
方
向
で
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
北
澤
京
子
氏
は
、

自
身
の
乳
が
ん
検
診

体
験
談
を
交
え
て
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る

考
え
を
述
べ
た
。

北
澤
氏
は
、
検
診

結
果
に
異
常
が
あ
っ
て
も
な
く

て
も
、
人
々
が
検
診
に
「
感
謝

す
る
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
し
た
上

で
、「
し
か
し
、
実
際
に
検
査
で

病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
予
後
の

改
善
や
寿
命
の
延
長
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
享
受
で
き
る
ケ
ー
ス
は
受

診
者
の
一
部
で
あ
り
、
検
診
に
伴

う
痛
み
や
苦
痛
、
費
用
負
担
、
過

剰
診
断
や
過
剰
治
療
を
受
け
る
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
し
た
。

最
後
に
、「
が
ん
検
診
は
誰
の

た
め
に　

エ
ビ
デ
ン
ス
と
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
を
通
し
て
」
と
題
し
て
講

演
し
た
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
の
中
山
健
夫
教
授
は
、「
公

的
な
が
ん
検
診
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

方
法
は
疫
学
的
な
研
究
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
一
般
論
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
医

療
者
の
専
門
性
・
経
験
、
個
々

人
の
価
値
観
な
ど
を
統
合
す
る

の
が
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
医

療
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ:Evidence-based 

medicine

）で
あ
る
」と
解
説
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
し
か
し
、
人
間
は
多
様
で
個
別

性
が
大
き
い
存
在
な
の
で
、
す
べ

て
の
人
に
と
っ
て
一
律
に
よ
い
治

療
や
検
査
・
検
診
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス
が
重

視
さ
れ
る
一
方
で
、
一
般
論
だ

け
で
な
く
、
当
事
者
の
体
験
や

語
り
と
い
っ
た
個
別
性
の
高
い

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
情
報
に
基
づ
く
医

療
（
Ｎ
Ｂ
Ｍ:Narrative-based 

medicine

）
へ
の
関
心
も
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。
エ
ビ
デ
ン
ス
と
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
は
、
次
元
の
異
な
る
、

し
か
し
両
者
相
補
い
合
う
関
係
と

言
え
る
」

死
亡
率
減
少
効
果
が
あ
る
と
し
て
国

が
推
奨
し
て
い
る
各
種
の
が
ん
検
診
。

そ
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た

め
、
受
診
率
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
が
ん
検
診
に
は

過
剰
診
断
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
が
ん
検
診
の
あ

り
方
を
め
ぐ
っ
て
専
門
家
の
間
や
学

会
な
ど
で
も
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
神

奈
川
・
横
浜
市
で
７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
第
56
回
日
本
人

間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
会（
大
会
長
・
土
屋
敦
相
和
会
理
事
長
）

の
市
民
公
開
講
座
で
は
、「
が
ん
検
診
を
知
ろ
う
―
あ
な
た
が

主
人
公
と
な
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
人
の
演
者
が
登

壇
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

が
ん
体
験
者
の「
語
り
」に
注
目
し

検
診
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る

小野良樹・本会新理事長のご挨拶

就任に当たって が
ん
検
診
を
知
ろ
う

第
　回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
会 

市
民
公
開
講
座
よ
り

56
が
ん
検
診
を
知
ろ
う

第
　回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
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市
民
公
開
講
座
よ
り
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わたしたちは、予防医学を通じて
人々の「生涯健康」、「健康寿命の延
伸」をめざし、健康と福祉の向上に
努めることにより、社会に貢献し
てまいります。

今 月 の 主 な 紙 面
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第
74
号
で
は
、
公
費
に
よ
る
新
生
児

マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、

77
年
度
か
ら
の
実
施
が
決
定
し
た
こ
と

を
取
り
上
げ
、「
こ
れ
で
わ
が
国
も
、

先
天
性
代
謝
異
常
症
対
策
に
本
格
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
」
と
伝
え
て

い
る
。

本
会
が
東
京
産
婦
人
科
医
会
と
の
共

同
事
業
と
し
て
、
行
政
や
専
門
医
ら
と

協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
子
宮
が
ん
検

診
が
延
べ
件
数
５
０
０
万
件
を
突
破
。

第
３
３
０
号
の
ト
ッ
プ
で
は
記
念
の

会
の
模
様
を
報
告
し
た
。

予
防
医
学
事
業
中
央
会
は
専
門
家
ら

の
強
い
要
望
を
受
け
、
国
の
対
策
に
先

駆
け
て
87
年
よ
り
「
小
児
成
人
病
予
防

検
診
研
究
事
業
」
と
し
て
成
人
病
予
防

検
診
と
健
康
教
育
を
全
国
規
模
で
開
始

第
41
号
に
は
武
見
太
郎
氏
が
年
頭
所

感
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
。

日
本
医
師
会
会
長
、
世
界
医
師
会
会

長
を
歴
任
し
た
武
見
氏
は
、
本
会
の
前

身
で
あ
る
東
京
寄
生
虫
予
防
協
会
の
設

さ
ら
に
、
本
会
が
東
京
母
性
保
護
医

協
会
（
現
・
東
京
産
婦
人
科
医
会
）
と

協
力
し
、
国
の
対
策
に
先
ん
じ
て
74
年

か
ら
行
っ
て
い
る
ガ
ス
リ
ー
法
に
よ
る

検
査
が
１
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
に
つ

い
て
も
報
告
し
て
い
る
。

特
集
面
で
は
、
長
年
子
宮
が
ん
対
策

に
取
り
組
ま
れ
、
検
診
の
普
及
と
充
実

に
尽
力
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
の
栗
原

操
寿
名
誉
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
「
子

宮
が
ん
検
診
５
０
０
万
人
ま
で
の
あ
ゆ

み
と
成
果
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

し
た
。

第
２
０
０
号
で
は
、
本
会
を
は
じ
め

36
支
部
が
実
施
し
た
本
事
業
の
実
施
成

績
を
報
告
し
て
い
る
。

立
に
物
心
両
面
で
助
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
方
で
あ
る
。
本
会
設
立
後
も
、
わ

れ
わ
れ
の
活
動
を
よ
く
理
解
し
て
く
だ

さ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
助
言

や
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

80
年
代
に
入
り
、
職
業
病
の
予
防

と
健
康
管
理
の
充
実
、
さ
ら
に
進
ん
で

健
康
づ
く
り
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
本
会
が
協
力
し
て
い
る
職

域
の
健
康
管
理
で
も
、
保
健
指
導
ま
で

含
め
た
健
診
を
希
望
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
第
１
３
９
号
で

は
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
特
集
面
で
は
「
脊
柱
側
弯

症
検
診
と
事
後
指
導
」
と
題
し
、
78
年

か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
た
学
童
の
脊
柱
側

弯
症
検
診
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

事
後
指
導
の
充
実
な
ど

職
域
の
健
康
管
理
に
新
た
な
動
き

5002015 9 1527

子宮がん検診件数
延べ500万件を突破 小児成人病予防検診

全国規模で始動
「よぼう医学」500号
ありがとうございます

本
会
の
軌
跡
と
健
康
づ
く
り
の
歴
史

（
紫
字
は
本
紙
の
主
な
連
載
な
ど
）

１
９
６
７

（
年
）

財
団
法
人
東
京
都
予
防
医
学
協
会
が
誕

生
。
前
身
で
あ
る
財
団
法
人
東
京
寄
生
虫

予
防
協
会
の
主
な
事
業
（
細
菌
検
査
、
胃

が
ん
検
診
、
学
童
集
団
検
尿
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
）を
引
き
継
ぎ
発
足

68

子
宮
が
ん
検
診
を
開
始
／
学
童
の
心
臓
病

検
診
を
開
始
／
職
域
の
健
康
管
理
の
充
実

を
目
的
と
す
る
第
1
回
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
会
」を
開
催

69

 「
よ
ぼ
う
医
学
」創
刊（
６
月
）

72

シ
リ
ー
ズ
「
職
場
の
健
康
」
開
始
／
シ

リ
ー
ズ
「
ほ
け
ん
室
だ
よ
り
」開
始

労
働
安
全
衛
生
法
が

施
行

73

岡
惺
治
先
生
の
連
載
「
健
康
診
断
の
盲

点
」開
始

74

学
童
糖
尿
病
検
診
を
開
始
／
新
生
児
の
先

天
性
代
謝
異
常
症
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
開
始

シ
リ
ー
ズ
「
健
康
管
理
の
顔
」開
始

75

会
員
制
肺
が
ん
検
診
組
織
「
東
京
か
ら
肺

が
ん
を
な
く
す
会
」（
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）を
設
立

／
学
童
の
脊
柱
側
弯
症
検
診
を
開
始

作
業
環
境
測
定
法
が

施
行

77

連
載
「
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
」開
始

78

シ
リ
ー
ズ
「
こ
ど
も
た
ち
の
突
然
死
」
開

始

 

１
０
０
号（
３
月
）
第
１
次
国
民
健
康
づ
く

り
対
策
が
開
始

80

妊
婦
甲
状
腺
機
能
検
査
を
開
始

81

新
谷
冨
士
雄
先
生
の
連
載
「
循
環
器
よ
も

や
ま
話
」開
始

が
ん
が
死
亡
原
因

第
１
位
に

82

乳
が
ん
検
診
を
開
始

シ
リ
ー
ズ
「
声
―
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の

場
か
ら
」開
始

老
人
保
健
法
が
成
立
。

老
人
保
健
事
業
第
１
次

５
ヵ
年
計
画
に
よ
り
胃

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
が
導
入

84

辻
悦
子
先
生
の
連
載
「
健
康
と
栄
養
」
開

始

第
1
次
対
が
ん
10
ヵ
年

総
合
戦
略
が
開
始

85

小
児
成
人
病
予
防
健
診
を
開
始

87

吉
田
健
一
先
生
の
連
載
「
暮
ら
し
の
中
の

健
康
づ
く
り
」開
始

老
人
保
健
事
業
第
２
次

５
ヵ
年
計
画
に
よ
り
肺

が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
体

が
ん
検
診
が
導
入

88

正
木
基
文
先
生
の
連
載
「
健
康
管
理
統
計

の
落
と
し
穴
」
開
始
／
前
田
美
穂
先
生
の

連
載
「
こ
ど
も
の
貧
血
」開
始　

 

２
０
０
号（
５
月
）

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
80
ヘ
ル
ス

プ
ラ
ン
」が
開
始

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ

く
り
運
動
（
Ｔ
Ｈ
Ｐ
）」

が
開
始

89　

成
澤
達
郎
先
生
の
連
載
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

考
・
健
康
に
つ
い
て
」
開
始
／
シ
リ
ー
ズ

「
わ
が
社
の
健
康
管
理
」開
始

昭
和
か
ら
平
成
へ

改
元

90

シ
リ
ー
ズ
「
健
康
管
理
Ｑ
＆
Ａ
」開
始

92

職
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
健
康

づ
く
り
懇
話
会
」
発
足
／
職
域
の
健
康
管

理
ソ
フ
ト
を
開
発

平
山
雄
先
生
の
連
載「
常
識
の
盲
点
」開
始

老
人
保
健
事
業
第
３
次

８
ヵ
年
計
画
に
よ
り
大

腸
が
ん
検
診
が
導
入

93

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
世
界
に
先
駆
け
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
を
導
入

95

人
間
ド
ッ
ク
に
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
を
導
入

96

大
国
真
彦
先
生
の
連
載
「
小
児
科
医
が
語

る　
い
ま
、子
ど
も
の
健
康
は
」開
始

「
成
人
病
」が「
生
活
習
慣

病
」に
改
称

97

紙
面
を
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
２
色
刷
り
に（
4
月
）

舘
野
之
男
先
生
の
連
載
「
検
診
と
放
射

線
」開
始

３
０
０
号（
７
月
）

「
事
業
場
に
お
け
る
労

働
者
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
の
指
針
」
が
改

正

98

シ
リ
ー
ズ
「
メ
ン
タ
ル
タ
フ
ネ
ス
」「
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」開
始

年
間
自
殺
者
数
が

3
万
人
を
突
破

99

埋
忠
洋
一
先
生
の
連
載
「
人
間
ド
ッ
ク
と

生
活
習
慣
病
」
開
始
／
シ
リ
ー
ズ
「
産
業

医
訪
問
」開
始

２
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
「
お
と
な
の
肥
満　

こ
ど
も
の

肥
満
」開
始

「
健
康
日
本
21
」が
開
始

01

北
川
照
男
先
生
の
連
載
「
検
証 

検
診
の

根
拠
」開
始

02

地
域
住
民
へ
の
対
策
型
が
ん
検
診
を
開
始

新
出
真
理
先
生
の
連
載
「
外
食
時
代
の

新
・
栄
養
学
」開
始

「
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
に
お
け

る
労
働
衛
生
管
理
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

示
さ
れ
る

03

岡
惺
治
先
生
の
連
載
「
ウ
ソ
の
よ
う
な
ホ

ン
ト
の
は
な
し
」
開
始
／
連
載
「
健
康
づ

く
り
・
健
康
増
進
を
支
援
す
る
ペ
ー
ジ
」

開
始
／
宮
尾
克
先
生
の
連
載
「
人
間
工
学

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
快
適
職
場
づ
く

り
」開
始

健
康
増
進
法
が
施
行

05

岡
惺
治
先
生
の
連
載
「
お
こ
と
ば
で
す
が

…
保
健
指
導
反
省
記
」開
始

た
ば
こ
規
制
枠
組
み
条

約
が
発
効

06

大
島
明
先
生
の
連
載
「
た
ば
こ
問
題
と
そ

の
規
制
対
策
」開
始　
　 

４
０
０
号（
７
月
）
が
ん
対
策
基
本
法
が

成
立

07

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
30
周
年

記
念
事
業
「
東
京
都
予
防
医
学
協
会
賞
」

を
設
立

が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
が
策
定

08

津
金
昌
一
郎
先
生
の
連
載
「
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
日
本
人
に
推
奨
で
き
る
が
ん

予
防
法
」開
始

特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
が
開
始

09

「
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る
超
音
波
検
査
の

有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の
比
較
試
験

（
Ｊ—

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）」に
参
加

中
山
健
夫
先
生
の
連
載
「
ど
う
読
む
？
健

康
情
報
」開
始

学
校
保
健
法
が
学
校
保

健
安
全
法
に
改
題
、
改

正

11 

鷲
崎
誠
先
生
の
連
載
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」開
始

「Sm
art Life Project

」

が
開
始 

12

4
月
1
日
よ
り
公
益
財
団
法
人
東
京
都
予

防
医
学
協
会
と
な
る

小
山
和
作
先
生
の
連
載
「
予
防
医
学
の
こ

れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」開
始

タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
に
よ

る
新
生
児
マ
ス
・
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
公
費
負

担
化

13

検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
棟
が
完
成
／
八
王
子

市
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
診
検
証
事
業
に
協
力

金
子
昌
弘
先
生
の
連
載
「
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
だ
よ

り
」開
始

「
健
康
日
本
21（
第
2

次
）」が
開
始

15

保
健
会
館
本
館
が
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

1
、4
面
を
フ
ル
カ
ラ
ー
化
（
３
月
）

「
が
ん
対
策
加
速
化
プ

ラ
ン
」策
定
へ

15
年
３
月
、
本
会
の
拠
点
で
あ
る

保
健
会
館
本
館
が
２
年
に
わ
た
る
改
修

工
事
を
経
て
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
施
設
を
４
９
５
号
で
は
紹
介
し
て

い
る
。

ま
た
、
従
来
の
２
色
刷
り
か
ら
、
１
、

４
面
の
フ
ル
カ
ラ
ー
化
を
実
現
。
施
設

の
新
装
と
共
に
紙
面
を
一
新
し
、
よ
り

高
品
質
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い

「
よ
ぼ
う
医
学
」
を
目
指
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

本
会
が
運
営
す
る
会
員
制
の
肺
が
ん

検
診
組
織
「
東
京
か
ら
肺
が
ん
を
な
く

す
会
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）」
で
は
、
世
界
に

先
駆
け
て
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
肺
が
ん
検
診

を
導
入
し
、
実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

第
３
２
９
号
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
第

７
回
学
術
講
演
会
の
模
様
を
報
告
し
、

疫
学
、
検
診
、
治
療
の
方
法
と
い
っ
た

最
新
の
情
報
や
、
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
生
み
の

親
の
一
人
で
あ
る
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

（
当
時
）
末
舛
惠
一
名
誉
総
長
ら
の
話

を
紹
介
し
て
い
る
。

１
、４
面
を
フ
ル
カ
ラ
ー
化

本
館
の
新
装
オ
ー
プ
ン
を
機
に
紙
面
一
新

世
界
初「
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
」の
実
績
元
に

最
先
端
の
検
診
や
治
療
を
示
す

公費による 新生児
スクリーニングが決定

検尿・子宮がん検診・
人間ドックの重要性訴える

年頭所感に
武見太郎氏登場

創
刊
号
ト
ッ
プ
は
、
都
内
初
の
全
額

区
費
に
よ
る
足
立
区
の
学
童
の
集
団
尿

検
査
の
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
功
を
奏

し
、
１
９
７
３
年
か
ら
学
校
保
健
法
に

よ
っ
て
腎
臓
検
診
の
実
施
が
法
制
化
さ

れ
、
全
国
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
他
、
特
集
で
は
「
お
か
あ
さ
ん

い
つ
ま
で
も
健
康
で
」
と
題
し
て
子
宮

が
ん
検
診
を
、
４
面
に
は
当
時
珍
し
か

っ
た
１
日
人
間
ド
ッ
ク
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
る
。

ま
た
、「
創
刊
問
答
」
で
は
本
会
の

創
始
者
で
あ
る
国
井
長
次
郎
氏
が
本
会

の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
、
年
齢
や
性

別
に
応
じ
た
検
診
を
行
う
こ
と
で
「
検

診
の
輪
が
広
が
り
、
個
人
の
健
康
に
対

す
る
認
識
が
深
ま
れ
ば
、
集
団
と
し
て

も
地
域
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康

が
増
進
さ
れ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

2015年
3月号

第495号

1975年
11月号
第74号

1981年
11月号
第139号

1969年
6月号
創刊号

2000年
3月号

第330号

2000年
2月号

第329号

1988年
5月号

第200号

1973年
1月号

第41号

本紙「よぼう医学」が 500 号という記念
すべき区切りの号を迎えた。

創刊号から振り返ってみると、学校保健
法を改変させた研究「学校検尿・心臓検診」、
新生児マス・スクリーニング、東母方式に
よる子宮がん検診、「東京から肺がんをなく
す会」などなど、時代の先を行く話題を数
多く掲載していることに気づく。

ご執筆いただいた多くの先生方、情報提
供してくださった方々、ご登場願った専門
家の方々など、多くの皆さまに心より御礼
申し上げます。501 号からも、読者の方々
に喜んでいただける紙面づくりに一層の努
力をいたしますので、何とぞご指導・ご協力
をお願い申し上げます。

「よぼう医学」編集長
東京都予防医学協会専務理事

山 内 邦 昭

「
よ
ぼ
う
医
学
」５
０
０
号
記
念
特
集

創
刊
か
ら　
年
の
あ
ゆ
み

46

「
よ
ぼ
う
医
学
」５
０
０
号
記
念
特
集

創
刊
か
ら　
年
の
あ
ゆ
み

46



第
２
６
４
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
11
月
18
日
（
水
）、「
星
陵
会

館
」
で
開
か
れ
る
。

「
や
る
気
を
引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
―
明
日
か

ら
使
え
る
コ
ー
チ
ン
グ
を
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
、
勤
労
者
健
康
科
学

研
究
所
の
斉
藤
照
代
・
代
表
が
講

演
す
る
。
司
会
は
、
デ
パ
ー
ト
健

康
保
険
組
合
の
冨
山
紀
代
美
総
括

保
健
師
。

参
加
費
２
０
０
０
円
。
定
員
先

着
３
０
０
人
。

第
２
６
４
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

や
る
気
を
引
き
出
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ス
キ
ル

 

11
月
18
日（
水
）　

14
～
16
時

東
京
・
千
代
田
区「
星
陵
会
館
」

「
東
京
都
予
防
医
学
協
会
賞
」

本会

Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会・
関
東
総
会
で
５
人
を
表
彰

Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会・
関
東
総
会
で
５
人
を
表
彰

本会

「
東
京
都
予
防
医
学
協
会
賞
」

生涯にわたる 適切な
食事療法の継続を願い

（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
）
に
よ
る
と
考
え
、
こ

れ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
障

害
を
予
防
で
き
る
と
考
え
た
。
そ

こ
で
、
１
９
５
１
年
に
低
Ｐ
Ｈ
Ｅ

食
を
作
り
、
２
歳
２
カ
月
の
Ｐ
Ｋ

Ｕ
の
女
児
シ
ェ
イ
ラ
に
与
え
た
と

こ
ろ
、
彼
女
は
数
カ
月
後
に
椅
子

に
座
り
、
独
り
歩
き
を
し
、
母
親

の
言
う
こ
と
を
聞
く
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
ビ
ッ
ケ
ル
先
生
が
ひ

そ
か
に
食
事
に
Ｐ
Ｈ
Ｅ
を
混
ぜ
て

与
え
た
と
こ
ろ
、
シ
ェ
イ
ラ
の
状

態
は
再
び
悪
化
し
た
が
、
低
Ｐ
Ｈ

Ｅ
食
の
再
投
与
に
よ
っ
て
症
状
の

改
善
を
見
た
の
で
、
そ
の
有
効
性

を
確
認
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
に
対
す
る
食

事
療
法
は
生
後
早
期
に
始
め
な
い

私
の
友
人
の
ビ
ッ
ケ
ル
先
生

は
、
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
（
Ｐ

Ｋ
Ｕ
）
の
発
達
障
害
は
血
中
で
増

加
し
て
い
る
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン

と
効
果
が
乏
し
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、
60
年
以
降
、
米
国
の
ガ

ス
リ
ー
先
生
が
開
発
し
た
血
中
Ｐ

Ｈ
Ｅ
測
定
法
で
新
生
児
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
欧
米
諸
国
で
広
が
り
、

日
本
で
は
77
年
に
マ
ス
・
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
、
新
生
児
期
か
ら
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
治

療
が
可
能
と
な
っ
て
、
そ
の
予
後

が
向
上
し
た
。

し
か
し
、
食
事
療
法
を
い
つ
ま

で
続
け
る
の
か
に
つ
い
て
結
論
を

得
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
米
国
の

リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー
ク
先
生
は
、

食
事
療
法
を
長
く
続
け
る
こ
と
を

希
望
す
る
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
家
族
と
、
短

期
で
中
止
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

Ｐ
Ｋ
Ｕ
家
族
の
２
群
に
分
け
て
、

患
児
の
神
経
症
状
の
合
併
な
ど

を
比
較
し
て
、
長
期
に
食
事
療

法
を
続
け
た
群
の
方
が
予
後
が

よ
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
を
推
奨
し
た
。

現
在
、
成
人
の
Ｐ
Ｋ
Ｕ
に
対

し
て
は
、
米
国
で
は
低
Ｐ
Ｈ
Ｅ

食
に
大
量
の
中
性
ア
ミ
ノ
酸
を

併
用
す
る
療
法
が
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
わ
が
国
で
は
後
者
が

市
販
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

の
代
わ
り
に
中
性
ア
ミ
ノ
酸
が

低
Ｐ
Ｈ
Ｅ
ミ
ル
ク
の
５
倍
も
含

ま
れ
る
森
永
の
Ｍ
Ｐ
11
を
併
用

す
る
治
療
が
行
わ
れ
て
お
り
、

効
果
を
上
げ
て
い
る
。

な
お
、
詳
し
く
は
主
治
医
に

相
談
し
て
欲
し
い
。

最
後
に
、
授
賞
式
で
Ｐ
Ｋ
Ｕ

の
子
ど
も
た
ち
や
成
人
の
方
々

に
贈
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

し
た
い
。

「
Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会
・
関
東
の
会

員
の
方
は
、
採
取
し
た
ろ
紙
血

液
を
本
会
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

科
に
送
る
か
、
受
診
し
て
、
定

期
的
に
血
中
Ｐ
Ｈ
Ｅ
値
を
測
定

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ご
自
分
の
食
事
療

法
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か

否
か
を
い
つ
ま
で
も
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

一
生
続
け
、
幸
せ
な
人
生
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
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れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
適
切
な
食

事
療
法
な
ど
に
よ
っ
て
健
や
か
に

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
っ
て
代
謝
異
常
が
発
見
さ

成
長
で
き
る
が
、

厳
格
な
食
事
療
法

を
続
け
て
い
く
こ

と
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
こ
で
本
会

で
は
、
生
涯
に
わ

た
り
適
切
な
食
事
療
法
を
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
「
東
京

都
予
防
医
学
協
会

賞
」
を
設
立
し
、

表
彰
を
行
っ
て
い

る
。賞

状
と
副
賞
、

記
念
メ
ダ
ル
を
北

川
照
男
本
会
顧
問

か
ら
贈
ら
れ
た
Ｈ
さ
ん
（
写
真

上
）
は
、「
大
学
で
は
保
健
室
で

ミ
ル
ク
を
作
ら
せ
て
も
ら
っ
て
毎

日
飲
ん
で
い
ま
す
。
友
達
に
は
病

気
の
こ
と
を
オ
ー
プ
ン
に
話
し
て

い
ま
す
が
、
わ
か
っ
て
く
れ
る
人

が
多
い
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
理
解
し
て
く

れ
る
家
族
が
い
る
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
思
い
を
語

っ
た
。

こ
の
他
、
総
会
で
は
グ
ル
ー
プ

別
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
年
長
者
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
続
い

て
治
療
用
ミ
ル
ク
を
飲
む
「
み
ん

な
で
ミ
ル
ク
を
飲
も
う
！
」（
写

真
下
）
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

議
が
７
月
１
日
、
東
京
・
新
宿
区

で
開
か
れ
、
本
会
な
ど
全
国
の
支

部
か
ら
約
80
人
が
参
加
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら

の
健
診
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
」

予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
平

成
27
年
度
第
１
回
全
国
運
営
会

で
、
岩
手
県
予
防

医
学
協
会
の
十
和

田
紳
一
常
務
理
事
、

栃
木
県
保
健
衛
生

事
業
団
の
猪
瀬
順

事
務
局
次
長
、
兵
庫
県
予
防
医
学

協
会
の
東
塚
伸
一
事
務
局
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
健
診
事
業
の

取
り
組
み
を
報
告
し
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
導
入

な
ど
、
国
に
よ
る
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
有
効

活
用
の
施
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
、
エ
ム
・
ピ

ー
・
オ
ー
の
森
口
修

逸
代
表
取
締
役
が

「
個
人
情
報
保
護
法

の
改
正
（
案
）
を
巡

る
最
近
の
話
題
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

８
月
１
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
（
Ｐ
Ｋ
Ｕ
）
親
の
会
・

関
東
総
会
で
「
東
京
都
予
防
医
学
協
会
賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
発
見
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
食
事
療
法
を

継
続
し
、
勉
学
に
励
み
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
に
対
し
て
２
０
０
７
年
か

ら
毎
年
本
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
５
人
が
選
ば
れ
た
。

北川照男 本会顧問

幸せな人生を
楽しんでいただくために
幸せな人生を
楽しんでいただくために

北川照男 本会顧問

古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。

今
回
は
、
東
京
か
ら
肺
が
ん

を
な
く
す
会
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
が

昨
年
か
ら
検
査
に
加
え
て
い

る
、
呼
吸
機
能
（
肺
機
能
）
検

査
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
と
Ｘ
線
に
よ
る
画
像
診

断
が
、
肺
が
ん
や
肺
炎

な
ど
肺
の
部
分
的
な
病

気
の
有
無
を
調
べ
る
の

に
対
し
て
、
呼
吸
機
能

検
査
は
肺
全
体
の
働
き

の
程
度
を
調
べ
る
検
査

で
す
。
こ
の
検
査
は
、

喫
煙
と
の
関
連
が
強
い

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の
診
断

に
は
不
可
欠
で
す
。

検
査
の
方
法
は
、
ス
パ
イ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
い
う
装
置
に
つ
い

た
筒
を
口
に
く
わ
え
、
検
査
技

師
の
合
図
に
従
い
、
息
を
で
き

る
だ
け
吸
っ
て
か
ら
吹
き
込
み

ま
す
。
思
い
切
っ
て
強
く
吹
か

な
い
と
正
確
な
値
が
出
な
い
の

で
、
が
ん
ば
っ
て
吹
い
て
く
だ

さ
い
。

息
が
漏
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
、
鼻
を
ク
リ
ッ
プ
で
つ
ま
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
漏
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
果
が
予
想
よ
り
低
い
場
合
に

は
、
何
回
か
行
い
、
一
番
い
い

デ
ー
タ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

調
べ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ

る
「
肺
活
量
」
と
、
１
秒
間
で

肺
活
量
全
体
の
何
％
を
吐
け
た

か
を
示
す
「
１
秒
率
」
と
、
そ

の
量
を
、
同
じ
性
別
、
年
齢
、

身
長
の
人
の
平
均
値
と
比
較
し

た
「
対
標
準
１
秒
量
」
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
な
る
と
、
径
が

２
㍉
程
度
以
下
の
末
梢
の
気
管

支
が
炎
症
な
ど
で
さ
ら
に
細
く

な
り
、
急
速
に
息
を
吐

く
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
「
１
秒
率
」
が
低

下
し
ま
す
。
健
常
者
で

は
80
％
程
度
吐
く
こ
と

が
で
き
、
70
％
を
切
る

と
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
診
断
が

つ
く
と
、
次
に
「
対
標

準
１
秒
量
」
を
み
ま

す
。
こ
れ
が
80
％
以
上
あ
れ
ば

「
軽
度
」、
80
〜
50
％
は
「
中
等

度
」、
50
〜
30
％
は
「
高
度
」、

30
％
以
下
は
「
極
め
て
高
度
」

と
分
類
さ
れ
、
息
切
れ
な
ど
の

症
状
と
も
合
わ
せ
て
、
治
療
方

法
が
決
ま
り
ま
す
。
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